
推薦者

ねらい

【社会1-1】 社会学大図鑑 三省堂

【社会1-2】 社会学用語図鑑 田中 正人 プレジデント社

【社会1-3】 ギデンズ 社会学コンセプト事典 友枝 敏雄 丸善出版 

【社会1-4】 社会学のエッセンス（新版改訂版） 友枝 敏雄 有斐閣アルマ

【社会1-5】 社会学をいかに学ぶか (現代社会学ライブラリー2) 舩橋 晴俊 弘文堂

【社会1-6】 考えるヒント―方法としての社会学 (現代社会学ライブラリー 14) 藤村 正之 弘文堂

【社会1-7】 歴史と理論からの社会学入門 木村 至聖 ナカニシヤ出版

【社会1-8】 社会学への招待					 P.L.バーガー 新思索社

【社会1-9】 21世紀を生きるための社会学の教科書 ケン・プラマー ちくま学芸文庫

【社会1-10】 大学生のための社会学入門―日本学術会議参照基準対応― 篠原清夫ほか 晃洋書房

【社会1-11】 社会学の方法―その歴史と構造　(叢書・現代社会学) 佐藤 俊樹 ミネルヴァ書房

【社会1-12】 社会学ワンダーランド 山本 泰ほか 新世社

【社会1-13】 社会学 新版 (New Liberal Arts Selection) 長谷川 公一ほか 有斐閣

【社会1-14】 社会学史 (講談社現代新書) 大澤真幸 講談社現代新書

【社会1-15】 実況中継・社会学: 等価機能主義から学ぶ社会分析 北田　暁大 有斐閣

【社会1-16】 社会科学と社会政策にかかわる認識の「客観性」（岩波文庫）
マックス・
ヴェーバー

岩波書店

【社会1-17】 社会学の根本概念
マックス・
ヴェーバー

岩波文庫

【社会1-18】 社会分業論 (ちくま学芸文庫) 
エミール・デュ
ルケーム

ちくま学芸文庫

【社会1-19】 社会学的方法の規準 (講談社学術文庫) 
エミール・デュ
ルケーム

講談社学芸文庫

【社会1-20】 社会学的想像力　＜新装版＞ ミルズ 紀伊国屋書店

【社会1-21】 社会学の考え方〔第2版〕 (ちくま学芸文庫)
ジグムント・バ
ウマン

ちくま学芸文庫

【社会1-22】 女性学・男性学　ジェンダー論入門（有斐閣アルマ Interest） 有斐閣

【社会1-23】 現場で使える教育社会学 教職のための「教育格差」入門 ミネルヴァ書房

【社会1-24】 ポップカルチャーで学ぶ社会学入門:「当たり前」を問い直すための視座 遠藤英樹 ミネルヴァ書房

【社会1-25】 マイノリティ問題から考える社会学・入門 差別をこえるために 西原和久ほか 有斐閣

【社会1-26】 社会問題とは何か なぜ、どのように生じ、なくなるのか？ （筑摩選書） ジョエル・ベスト 筑摩書房

【社会1-27】 社会調査の考え方　上 佐藤郁哉 東京大学出版会

【社会1-28】 社会調査の考え方　下 佐藤郁哉 東京大学出版会

【社会1-29】 新・社会調査へのアプローチ―論理と方法 大谷信介ほか ミネルヴァ書房

【社会1-30】 フィールドワークの技法―問いを育てる、仮説をきたえる 佐藤郁哉 新陽社

【社会1-31】 調査されるという迷惑 宮本常一 みずのわ出版

【社会1-32】 卒論・修論のためのアンケート調査と統計処理 東京図書

配架資料名

文学部人間関係学科　濱野　  健 先生★

文学部人間関係学科　入江　恵子先生

ここでは最近出版された社会学の入門書を中心に、初学者向けの書籍を配架しています。社会

学の基本的な考え方や調査方法についてしることに加え、生活のあらゆる領域におよぶ研究対

象の幅広さを知る手がかりとなるでしょう。社会学は「日常性の学問」であるにもかかわらず、実

際にはあまりよく理解されていない学問です。しかしながら、日常生活で感じる違和感を手がか

りに、日頃は自覚することのない「社会」を考える、その方法として社会学があります。基礎的な

テキストから古典まで様々な書籍を紹介していますので、ぜひ活用してください。

石村光資郎ほか

伊藤公雄ほか

中村高康ほか

クリストファー
・ソープほか


